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災害メモリアルアクション KOBE 
ACTION2016

「神戸のコトバ」
日　時：平成28年1月9日
　　　　開会 午前10時00分

牧委員長

プログラム

 皆さん、あけましておめでとうございます。神戸の場合、1月17日を越えないと、新しい年が来
ないような気もいたします。今年の1月17日で阪神・淡路大震災から21周年になり、皆さんも、
震災から21歳を加えたことになります。今日、活動報告される若いメンバーの方は多分、生まれ
ていない。それが21年という年だと思います。
　今回の「災害メモリアルアクションKOBE」は、単に今年から始まったイベントではありません。
阪神・淡路大震災の翌年の1996年から「メモリアル・コンファレンス・イン神戸」という名称で、始
まりました。震災後、最初の10年間は、今の東北の被災地と同じで、災害復興をどう進めていく
のかがテーマであったように思います。災害にかかわる人たちは、いろんな専門分野の方がい
て、土木、建築だけではなく、医療の方、ボランティアの方、介護の方もいます。そういった災害
復興のために働いている人たちが、お互いに情報交換をするような場所を築いていこうという
のが、「メモリアル・コンファレンス・イン神戸」の重要な役割だったと思います。

　10年間「メモリアル・コンファレンス・イン神戸」が続き、11年目からは、今日、後のパネルディスカッションにも御登壇いただ
く矢守先生と私などで「災害メモリアルKOBE」というイベントを開始しました。
　「メモリアル・コンファレンス・イン神戸」を中心的に進めていた先生方は、人と防災未来センター長の河田先生と防災科学技
術研究所理事長の林先生で、次に引き継ぐということで、メッセージをいただきました。「次世代に、この阪神・淡路大震災の教
訓を伝えよ」と。やはり、東北の震災の復興を見ていると、完全にうまく伝えられなかったのかなという思いです。とにかく、どう
いう形で、この大変な経験を次世代に伝えていくのか考えながら、10年間活動してきました。その途中で、中越地震や東日本
大震災という災害もあったわけです。
　震災10周年から20周年まで、「災害メモリアルKOBE」の活動を続けました。その中で、学んだ重要なことのひとつめは、震
災を経験した大人の言葉で、次世代の子供たちに伝えても、なかなかうまく伝わらないということです。だからこそ一旦、次世
代の若い世代の方が自分たちで翻訳をして、伝えるというのが良いのだと思います。ふたつめは、コミュニケーションをするこ
との重要性です。
　今回、震災21年目から「災害メモリアルアクションKOBE」を始めます。今回のミッションのひとつとして考えているのは、南
海トラフ巨大地震です。以前は発生まであと30年といわれていたのですが、本当に、あと10年、「災害メモリアルアクション
KOBE」を続けている間に、起きるかもしれません。この「メモリアル」という言葉は、今回も使い、その先に「アクション」をつけ
たのは、伝えるだけではなく、この神戸で学んだことを、いかに、防災に活かしていくのかという思いがあったからです。
　メンバーも、完全に若返り、20代から30代の方々が主に今回の企画委員です。最初の企画会議において今回活動された学
生さんに、「伝えるということ」を、どのように「アクション」していくのかというところから考えていただくこととしました。また、そ
のためのキーワードとして「神戸のコトバ」という全体テーマを揚げました。
　ここ関西にいる私たちの最大の利点・強みは、震災を経験された方々の生の言葉をまだ聞くことができるということです。次
の10年の方は、難しくなるかもしれませんが、この先10年活動される方は、神戸で本当に被災をされ、苦労された方々の言葉
を生で聞くことができる。この強みを生かすのが、今回のテーマの良さだろうと思います。
　このとりくみは継続させていくことが重要です。最初の頃は、試行錯誤するのですが、皆さんの御協力で、非常にすばらしい
アクションを次に伝える防災のための教材ができてまいりました。今日は、皆さんに見ていただき、今後、私たちはどのように活
動すべきかディスカッションをさせていただきたいと思います。

主　　旨
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開会のあいさつ



兵庫県立舞子高校
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国立明石工業高等専門学校
防災団
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平成27年12月13日（日）10:00～12:00
井吹東地域福祉センター（神戸市西区井吹台東町4丁目21?2）
いぶきジュニアチーム（井吹台小学校区に在住する小学４年生から６年生による、地域の防犯、防災、福祉活動に意欲的
に参加しているチーム）
学生の開発した防災ゲーム体験

【交流事業】
日　時
場　所
対象者

内　容



兵庫若者防災ネットワーク
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神戸学院大学 現代社会学部
社会防災学科 舩木ゼミ
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平成27年12月7日（月） 8:50～10:25（3年1組：1・2時間目）
 10:50～12:25（3年2組：3・4時間目）
神戸市立塩屋北小学校（神戸市垂水区塩屋北町4丁目10-1）
塩屋北小学校3年生（67名）
震災当時小学生だった方の体験談を物語と絵にして伝えるワークショップ

【交流事業】
日　時

場　所
対象者
内　容



関西大学 社会安全学部
近藤研究室
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「未」 ＊ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト出品作品
松蔭高等学校放送部

13

　もうすぐ阪神・淡路大震災から21年になります。現在の高校生は震災に対する意識が低くなってきています。私
たちは昨年、このイベント（災害メモリアルＫＯＢＥ2015）で兵庫県立松蔭高等学校の諏訪清二先生が言われてい
た「未災害（みさいしゃ）」という言葉に出会いました。この言葉は「未だ被災していない」が、「これら被災するかもし
れない」という意味を持ちます。
　東日本大震災以降、日本各地で地震が多発しています。今こそ、阪神・淡路大震災の教訓を活かさなければいけ
ません。そこで、私たち「未災者」には何ができるのだろうかと思い、この番組を制作しました。

　この番組の制作に関わってから、震災という言葉を意識するようになりました。私たち高校生は、「体験していな
いから関係無い」のではなく、「体験していないからこそ被災者の声に耳を傾けるべきだ」と感じました。

スペシャルプレゼンテーション
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パネルディスカッション

■石原研究員　学生の代表者と、震災30年を見据えた展望
と、今年度のテーマである「神戸のコトバ」をどのように伝え、
阪神・淡路大震災の記憶をどのように継承していくかという
ことを考えていく機会にしていきたいと思っております。
　　登壇者は、矢守先生を除いて全員が10代、20代です。私
たち、若手世代が、いろんな世代の方々に、いろいろ教えて
もらいながら考えたいと思っています。
　　まず、参加した動機と参加してみた率直な感想を、おうか
がいします。まずは、舞子高校の山本君から順番にお願いし
ます。
■山本さん　昨年は震災20年で、多くの方々と話す機会があ
りました。その際、東北の方々などに、震災のことを何でも
いいから教えて欲しいと、何回も何回も言われました。震災
のすごく基本的なことは勉強していますが、具体的に話が
できませんでした。まだ、震災のことを知らないなと感じて
いて、そんなときに、災害メモリアルアクションKOBEという
ものがあり、「知って伝える」ことがテーマだと聞いて、もっと
知ることができる機会が来たんだなと思って、参加を決意し
ました。
■渡部さん　私たちは、1年生のときに、防災リテラシーとい
う授業を学び、その後、防災士資格を取得しました。しかし、
防災士資格をせっかく持っていても、活動しなかったら、何
の意味もないと考え、私は明石高専の防災士有志を集め
て、明石高専防災団を結成することを決意しました。
　　結成に向けて準備をしている最中、この災害メモリアル
アクションKOBEの話を聞き、これから、明石高専防災団が
活動していく場として最適なものだと考え、参加を決意しま
した。
■水野さん　この兵庫若者防災ネットワークは、昨年3月に仙

台で行われた国連世界防災会議で、兵庫の若者の声を届け
るために、神戸市内にある大学から代表が出て来て、結成し
ました。専門分野も防災というわけでもなく、いろんな学部
から構成されています。
　　国連世界防災会議で、私たちは、兵庫からの声として、被
災された方が、自分の経験や教訓を伝えてもらうものだけ
では途絶えてしまうので、若者が次世代の子供たちと被災
された方のかけ橋になって、どんどん語り継いでいこうとい
う「新しい語り継ぎ」を、世界の若者の前で提案させていた
だいました。その数カ月後に、このお話をいただいて、これを
提案したものを、実際にアクションに興す、よい機会だと思
い、参加することに決めました。
■松本さん　私の所属している舩木ゼミでは、防災教育を
テーマにゼミを行っていて、前期にも一度、このイベントと
は別に塩谷北小学校に授業に行っていたこともあり、後期に
もう一度行って、何かしたいなという話をしているとき、この
プロジェクトのお話をいただきました。以前、小学校に行って
いる分、2回目はもっと、近い距離での防災教育というのが
可能であるのではないかという思いを持って、今回、このプ
ロジェクトに参加しました。
■尾崎さん　中間発表の時から参加したのですが、年齢の近
い者それぞれ別の角度から震災へのアプローチがあって、
すごくおもしろいなと、率直な感想を持っていました。
　　先ほど発表したCREDOは、中間発表時は、半分ほどの数
が集まっていて、今後の活動を考えるに当たって、他の班の
活動を聞けたことは、すばらしい機会でしたし、すごくいい刺
激にもなりました。
　　この活動も、若い人たちが主体で頑張っていくことが、こ
の神戸の街の発展を考える上でもすごく重要なことだと思
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いますし、また、人生の先輩の方々からのお話も、ときには
厳しい意見もいただきましたが、そういう意見も踏まえて、
どんどん、今後、若い人たちが頑張っていけたらなと思い
ます。
■石原研究員　皆さんの参加した動機を聞いて、前向きに取
り組もうという意志を強く感じました。続きまして、今年度は
「神戸のコトバ」というテーマで進めてきましたが、活動の中
でいろんな神戸のコトバが発見されたと思います。その中
で、印象的だった神戸のコトバ、あるいは、この神戸のコトバ
をぜひ伝えたいなというものがあれば、教えてください。
■山本さん　僕たちのチームでは、阪神・淡路大震災を経験し
た人たちにヒアリングを行いました。そのヒアリングの中
で、震災を実際に経験された方々にお話を聞かせていただ
いたのですが、実際に経験していても、もう20年経った今で
は、備えもしてないなとか、避難場所も、みんなで集まる場
所も決めてないなとかというような人がたくさんいらっしゃ
いました。そういった結果の中で、やはり、当事者意識という
ものが、どんどん低くなっていっていることが、僕の中では、
とても驚いていて、やはり、そのコトバが今回の活動の中で
は、一番、印象的だったなと思っています。
■渡部さん　ゲーム制作に当たり、一番、印象に残った神戸の
コトバというのは、人と防災未来センターの語り部さんであ
る荒井さんの言葉です。これは、ゲームにも「神戸の知恵
カード」として反映させていただきました。震災時は、準備し
ていた防災グッズなどが、必ずしも使える状況ではないとい
うこと。そして、身の回りにある、今、持っているものだけで、
さまざまな問題を解消しなければならないという機会が訪
れるという「コトバ」です。荒井さんの神戸の知恵カードだけ
ではなく、例えば、ある方の神戸の知恵カードでは、布を取り
あげました。ちょっと布団サイズのものでは、枕にもなります
し、何かものを包むこともできるという知恵がありました。そ
ういう防災グッズ、日頃、そういう使い方をしてないもので
も、こういう使い方もできるよというアイデアというものの
重要性やその発想力の重要性を、これから伝えていきたい
と思いました。
■水野さん　震災を経験してない人と経験した人がふれあう
ことがいかに大事かということを私は学びました。確かに、

本や映像で、震災のことを勉強することはできるけれども、
やはり、顔と顔を合わせないとわからないことっていっぱい
あると思っていて、実際に、野村さんにお話を聞いたときも、
野村さんの街にかけるすごく熱い思いや、生き様を肌で感じ
て、私自身、すごく胸が熱くなりました。そういう思いがあれ
ば、私が次世代の子供たちに、例えば、野村さんの話を伝え
るときも、野村さんの顔が浮かんで、気持ちを込めて伝える
ことができると思うので、さらに、私たちのような世代が、交
流することで、新しい発見もあると思います。そういう意味
も込めて、今しかないと言うか、今できることなので、本当
に、積極的に、お話を聞いたり、交流したりしていきたいと思
います。
■松本さん　本当に、震災というものはいつ起こるかわからな
い。本当に、突然、起きて、その次の日には、次の瞬間には、
自分の周りにいる人というのは、命を落としてしまったり、い
なくなってしまったりというのが、本当にあると思います。長
谷川先生に取材させていただいて、先生自身がそういう御
経験をされたお話を聞いて、僕たちは、防災教育において、
どういったテーマで、取り組もうかというので、子供たち、周
りの人の大切さというのを一番、届けたいと思い、紙芝居も
用いて、長谷川先生の体験を、子供たちに聞いていただき、
子供たちに先生の思いを考えて、先生の気持ちになって考
えてもらうという時間をつくるような授業をしました。
　　本当に、子供たちから授業後にもらった感想シートという
中には、周りの人を大切にしたい、家族を大切にしたいだと
か、特に、お父さん、お母さん、近所のおばちゃん、すごくお
世話になっている人を大切にしたいだとかいう返事がありま
した。僕たちが今回、一番伝えたかったのは、神戸のコトバと
して、周りの人の大切さを、本当に、突然、いなくなってしまう
かもしれない、そんな人たちに、いっぱい、感謝を伝えること
を、すごく大事に思ってほしいなという意味で、今回は、周り
の人の大切さというメッセージを伝えたいなと思いました。
■尾崎さん　新長田に訪れて、そのたびに、新しい人、初めて
会う人といろいろ会話を交わしていく中で、たくさんの方か
ら、たくさんの言葉をいただきました。どれも本当に選べな
いぐらい、印象深く、一つ一つ、その方の思いがこもったメッ
セージをたくさんいただいたんです。その中でも「感謝を忘

【登壇者】
　兵庫県立舞子高校 山本 泰成さん
　国立明石工業高等専門学校防災団 渡部 桂太朗さん
　兵庫若者防災ネットワーク 水野 綾香さん
　神戸学院大学現代社会学部社会防災学科舩木ゼミ 松本 涼平さん
　関西大学社会安全学部近藤研究室 尾崎 杏奈さん

　前災害メモリアルKOBE実行委員会幹事長
　京都大学防災研究所教授
　人と防災未来センター上級研究員 矢守 克也さん
【コーディネーター】
　人と防災未来センター研究員 石原 凌河
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れないでいます」というメッセージがとても、一番、印象深
かったなと思います。
　　阪神・淡路大震災のことを忘れてはいけないというのはよ
くわかります。その被害の大きさだとか、どちらかというと、
ネガティブなイメージももちろん、伝えていかないといけな
いですけれども、その中でポジティブなことというのも、同
時に伝えていかないといけないかなとも思います。その言
葉を聞いて、本当に考えさせられました。
　　その感謝の意を述べていた方は、その方だけではなく、多
くの方から、そうした言葉をいただいて、震災により、人のつ
ながりというか、絆というものが強まったと思います。そうい
うものも、必要なものだと思います。
■石原研究員　皆さんの、神戸のコトバというのは、ネガティ
ブなコトバというよりも、どちらかと言うと、前向きなコトバ
を発信していかなければと思いました。
　　ここで、矢守先生の方からは、10年前に始まった災害メモ
リアルKOBEの経緯と、10年間の活動の流れについて、教え
ていただけたらと思います。
■矢守先生　今日は、明るい未来のある若手世代の方々のス
タートアップの会に、お呼びいただいて、本当にありがとうご
ざいます。
　　最初のメモリアルの10年であるファースト・ディケイドを
引き継ぐ形で、次の2番目の10年間の事務局を担当させて
いただいて、去年、その11年目から20年目までのまとまり
が、一応、完了しました。そこで、特に中心になってこの事業
を進めたメンバーで、自分たち10年間、何をやってきたんだ
ろうと考えてみました。
　　その心を一言で言うと、お配りした資料の表紙のところに
ある「震災を伝える、を考える」という言葉は、そのままパソ
コンで変換すると、文法が間違っているかもしれません。で
も、やったことは、本当にこういうことだと思うんです。私た
ちがイベントを始めたときは、「その10年前の出来事をどの
ように伝えるのかということを考える」という10年間を送っ
てきました。
　　また、副題にある、「インフォメーションからコミュニケー
ションへ」という言葉は10年間、いろんな方に、いろんな形
で、お話をいただいたり、歌を歌っていただいたり、絵を描い

ていただいたり、いろんなことを経験させていただいて、た
どり着いた結論の一つを、私なりに表現した文なのです。
　　今日も、幾つかの発表で、長田区が舞台になっていたんで
すけれども、同地域は、当時大きな火災が発生しました。そ
の火災について伝える。あるいは、伝えられた火災につい
て、私たちが知るというのは、どういうことなんだろう。その
ときに、インフォメーションとして知るということと、コミュニ
ケーションとしてそれを知るということとは、別のことじゃな
いかという趣旨のことが書いてあります。
　　インフォメーションとしての火災というのは、多分、一つに
決めなきゃいけないので、消防無線の中で交わされる火災
についての情報というのは、誰が聞いても、どこで聞いて
も、どんな形のメディアで伝わってきても、同じものにならな
いといけないんですね。インフォメーションとして、21年前
の出来事を知ることも大事だと思うんですけれども、そう
じゃない知り方、伝え方もあるだろうと。
　　この11年目から20年目のイベントで、この火災を消そう
と思って、四苦八苦しておられた消防士の話もお聞きしまし
たし、その消防士であったお父さんが、家から出て行ってし
まったのを、さみしいなと思いながら見送った、当時7歳の女
性の話も、聞きました。それから、この大きな火災に襲われ
た長田区の人たちを励まそうと、FM放送を立ち上げて頑
張った方の話も聞きましたし、いろんな形で、この長田の火
災というのは、コミュニケーションされうると。そういういろ
んな形というのを工夫しましたというのが、11年目から20
年目ということですね。
■石原研究員　神戸のコトバを、次の10年、いわば、震災から
30年を迎えるにあたって、どのように伝えていけばいいか、
お伺いしたいと思います。
■山本さん　僕たちのチームでは、次の世代を、次の災害を
経験するであろう人たちという位置づけで活動しています。
その次の災害を経験するであろう人たちっていうのは、阪
神・淡路大震災を経験した人たちも含めています。そういう
面から言うと、僕たちが行ったヒアリングというのは、とても
いいものなのかなと思っていて、ヒアリングをすることで、そ
のヒアリングを受けた人たちは、震災のことを思い出し、ま
た備えをしないといけないな、次の災害が来るかもしれない
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なと思ってもらえます。
　　そのヒアリングをした人たち、また、その聞いたことを、ほ
かの人たちに、口頭でもいいし、文章でもいいし、いろんな
方法で伝えていきます。そういう、連鎖みたいなものが、で
きあがれば、すごくいいのかなと思ってます。
■渡部さん　今回は、防災ゲームという形で、神戸のコトバを
伝えていくことを目指しました。そして、防災ゲームというの
は、結構、有用性がありまして、地域で開催されている防災
イベントなどに、ゲームだけを持っていくことにより、防災教
育が可能になります。それは、明石高専の近くの地域でも、
行いたいと思っていますし、また、まったく別の神戸とはかけ
離れた場所でも、やっていけたらいいと思っています。
　　今回、トライアル等で、子供たちに遊んでいただきました
が、子供たちからお年寄りまで、幅広い世代の方に、遊んで
いただけるゲームにしていきたいと思っています。ただ、D－
PROは、防災ゲームをつくるだけの組織ではありませんの
で、これから、災害メモリアルアクションの活動をしていくに
あたって、防災ゲーム以外のこともやっていきたいと考えて
います。
　　少し、話が変わりますが、よくある防災教育という形は、ネ
ガティブな教材、例えば、震災が怖いよという、そういう形の
教材があり、それで、災害の怖さ等を学んでいるというもの
が多いです。しかし、私たちがつくった防災ゲームは、どちら
かと言うと、楽しみながら防災を学べます。少し、不謹慎に
なってしまうかもしれませんが、楽しい感情を持ったまま、そ
うやって、防災についての知識を入れていくという形になり
ます。そのようなものを、防災ゲーム以外にも、これからつ
くっていって、そして、さまざまな地域、さまざまな世代に、ア
ウトプットできたらいいなと思います。
■水野さん　今後10年を見据えるということももちろん、大
切だと思うんですけど、今年がなければ来年もないし、来年
がなければ再来年もないので、私は、まず、来年何をしたら
いいかを考えたいと思います。

　　プレゼンでも発表しましたが、地図づくりを、子供たちと
一緒に行いたいと思います。子供たちと一緒に、新長田の
街を再発見したいと思っています。それには、子供たちを、
どのように引きつけるのが大事だと思っています。「お姉

ちゃんたち、全然、新長田のこと知らないんだよね。だから、
みんなの知っている新長田を、みんなしか知らないところ
を教えてくれない。」って聞いてみたりして、大人にもわから
ない、私たちにもわからない、子供目線の子供にしかわから
ない、新長田の魅力というのを、一緒に再発見したいと思
います。私たちももちろん、学びたいと思っていますし、そ
うやって、お互いに学び合っていけたらいいかなと思ってい
ます。
■松本さん　私たちのつくった教材は、中間報告の際に、この
プロジェクトを運営されてる方から、全国規模にしてほしい
という話をいただいていて、ゼミでつくっていく途中では、ま
だ、足下がふらついている感じだったんですけど、一つ、形が
できた状態になってからは、これから広めていくために、もう
少し、過去を掘り起こして、全国に広げていきたいというの
が、制作者としての気持ちです。
　　周りの人の大切さというのは、防災においてだけじゃない
と思うんですよ。日頃、家族に感謝する気持ちというのは、本
当に大事だと思います。この教材を使っていただければ、例
えば、防災にちょっと堅いイメージを持っている人たちにも、
親しみやすく、この教材により入っていけます。かつ、全国規
模にしていくためにも、そういった親しみやすい教材という
のは、いいんじゃないかと僕は思っています。
■尾崎さん　今つくっているカレンダーでも、また、来年、仮に
新しいものをつくるとしたら、また、新しいコトバが集まって、
そこには自分の子供が写ってるとか、自分の友達、知人が
写っている。カレンダーは、多分、残してくれる思うんです。ま
た、何年か後に、アルバムのように見返したときに、懐かしい
なと思い返すと、そのときに、自分の言葉というのが写って
いるので、また今では自分の言葉も変わっているよねという
ふうに、そのとき、そのときに、新しい言葉を考えていけたら
なと思います。
　　次世代の子供たちに残すためにも、形のあるものの方が
わかりやすいと思いますし、それをまた、教えるということも
大事だと思うので、こういう活動をしていく上でも、いろんな
人とお会いして、お話して、自分の知識も蓄えていって、それ
をまた、違う人たちも伝えていくことが、今後、10年、20年
と、大事になると思います。
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■石原研究員　この、災害メモリアルアクションKOBEも次の
10年を見据えた活動とはなっているんですけど、まずは次
の1年、そして2年と、試行錯誤を繰り返しながら、結果的に
は、10年目を迎えるのかなと感じました。
　　これまでの災害メモリアルKOBEも、試行錯誤を繰り返し
ながら、10年が続いたと思いますが矢守先生から、この災
害メモリアルアクションKOBEに対して期待をすることを、お
話いただけたらと思います。
■矢守先生　セカンド・ディケイドですね。2番目の10年間の
11年目から20年目も、特に1年目、2年目は試行錯誤で、ど
のようなアプローチが重要で、あるいは大切なのかなという
ことが、あまり見定まらずに活動していたので、多分、この新
しいメモリアルアクションもそうかなと思うんです。ただ、今
年、「神戸のコトバ」というすばらしいキーワードを見つけら
れたんじゃないかなと思いました。
　　「言葉」という言葉の語源ですけど。言葉の「葉」という字
は、葉っぱという字を書くじゃないですか。昔、どういう字を
書いていたかと言うと、道端とか、炉端焼きというときの、
端っこという字がありますよね。あっちを書いていたんです
ね。「こと」というのは、「言」という字ではなくて、「事柄」の
「事」です。つまり、「事端」（ことば）というのは、起こった出来
事の、ほんの端っことか、自分のトータルな気持ちのうちの、
ほんの一握りという意味が元々らしいです。
　　じゃあ、コトバには力がないのかと言うと、そんなことな
いっていうことが言いたくて、この話をしているんです。小さ
なコトバが、大きな全体を、私たちに感じさせてくれるという
ことも、幾らでもあると思うんです。
　　きょう、いろいろお聞きしたコトバの中にも、たくさんあっ
たんですよ。確か、長谷川さんの話をつくる紙芝居のプロセ
スの中で、長谷川さんが「お母さん」というコトバを聞いて、
とても悲しくなるというお話があったと思うんです。コトバと
しては、ほんの一言。「お母さん」というコトバだったり、当時、
悲しくなったという、それだけのコトバだったんですけど、多
分、そのコトバの端っこに、当時、長谷川さんが持っていた気
持ちとか、そういうものの全体を、僕らはコトバの端っこか
ら、想像できる。私たちは力を持っていると思うんですね。そ
の力がとっても大事で、どれだけ伝える側が、発信できるか

ということが、大事なんじゃないかなと思ったりしました。
　　ほかにも、牧先生といいね、と言っていたのは、「弟の面倒
をみたる」とか。あれも、とっても小さな小さなコトバですけ
ど、小学生の男の子が、そのコトバに込めた気持ちの全体み
たいなものを、やっぱり、僕らは感じ取れますよね。そういっ
たことが、これからこの神戸のコトバを一つの手がかりに、
21年目以降を展望しようとされている皆さんにとっては、大
事なんじゃないかなと思いました。
■石原研究員　ありがとうございます。残りの時間は、諸先輩
方に、いろいろ教えていただきたいと思います。まずは、河
田センター長から、この災害メモリアルアクションKOBEに
期待することを、お話いただけないでしょうか。
■河田センター長　21年前に、メモリアル・カンファレンス・イ
ン神戸の第1回を開催したときには、このような形で21年後
に展開しているというのは想像もできなかったです。あのと
き考えたのは、災害というのは、一部の人だけに関係するこ
とじゃなくて、そこにいる人たち全体に関係するから、この問
題は、みんなでやらなきゃいけないというなんですね。その
ときに、若者っていうのは、頭の中になかったんですよ。なぜ
かと言うと、あまりにも犠牲が大きかったから、これをどうす
るんだということが、先行したわけですね。
　　20年以上経って、被災地が落ち着いて、きょうの切り口
だったコトバというのが、それがやっぱり非常に大きいよと
いう形になってきていると思うんですね。
　　ただ、考えなきゃいけないのは、いきなり「インフォメー
ションからコミュニケーション」じゃなくて、インフォメーショ
ンをインテリジェンスにしなきゃいけない。これは、難しいん
だけど、例えば、瀬戸内海には、南海トラフでどんな大きな地
震が起こっても、5m以上の津波は入って来ません。逆に、海
峡の外側は、とても被害が大きく、和歌山とか徳島とかを助
けてやらなきゃいけない。そういう知識がなかったら、多分、
助けに行くという考えが出てこない。
　　だから、連帯感というのは、自分たちだけのことじゃなく
て、外のことをどう知るかという理解というのが、とても大事
なので、ぜひ、これからの10年、神戸のコトバの中に、インテ
リジェンスをどう入れていくかということも考えてほしい。
　　例えば、人と防災未来センターの建物は震度7でも、全
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然、びくともしないんですよ。それか
ら、南海トラフ、9．1のマグニチュード
起こっても、標高が高いからここは浸
水しない。ここに住んでいる人は逃げ
なくていい。だけど、それを知らなかっ
たら、先ほどの話のように、国道2号線
より山側へ逃げなきゃいけないって
なっちゃうんだよね。つまり、知識とい
うのは、命を助けてくれる。そのこと
も、コミュニケーションの中で、ぜひ、
やってほしいと思います。
■石原研究員　ありがとうございます。
神戸のことを大切にしながらも、ほか
の被災地の状況や、防災・減災に関す
る普遍的な知識と合わせて、神戸の言
葉というのを、次の１０年に向けて皆さ
んと一緒に考えていく必要性を強く実
感しました。
　最後、学生の皆さんで、諸先輩方に質問はありますか？
■水野さん　今回の発表、全体を通してポジティブな面がす
ごく強調されていたと思うんですけど、震災を経験された
方々は、震災をポジティブなコトバで語っているのを、どう思
われますか。
■石原研究員　阪神・淡路大震災の研究に長くかかわってこら
れた室崎先生からアドバイスをいただけたらと思います。
■室﨑さん　震災で被害を受けた人は、基本的には、震災のこ
とを語りたくないとか、伝えたくないという気持ちが強いん
ですね。助け合ってよかったねっていうことは、幾らでもしゃ
べれるんだけど。そこに、あなた方のような、若い人が行って
話をすると、クローズしていたものが、ちょっと開ける。暗い
気持ちの中で、明るい光が射し込むように。あなた方の若い
力で、被災者の気持ちが引き出されていっている。そこで、
非常に積極的になっていって、ネガティブがポジティブへの
変化が起きてきている。むしろ、あなた方がポジティブなこ
とを語ることで、ポジティブな姿勢を引き出しているという
ことで、とてもすばらしいと思います。
　　さらに補足すると、あなた方は、震災を体験していないし、

震災を知らないから、それがとってもメリットだと思うんで
す。想像力もあるし、知りたいという好奇心もある。そういう
ものが、多分、この被災者の方の中にあるいろんな気持ち
を、うまく交通整理しながら、引き出すのだと思います。今日
とてもすばらしい報告をたくさん、聞かせていただきまし
た。私も70代なんですが、勇気をもらいました。
■石原研究員　阪神・淡路大震災から21年目の今年、初めて
の取組みとして，試行錯誤しながらではありましたが、無事
に5団体の発表ができたと思います。
　　牧先生が、冒頭の挨拶の方で話された「翻訳」という言葉
が、重要なキーになるのかなと思います。阪神・淡路大震災
を知らない世代が、「翻訳」作業を通して、神戸のコトバをい
ろいろ探し、それを伝える。その行為は、震災の記憶を伝え
ることにもなり、私たちの世代が、防災、減災の担い手にな
るということを、強く実感しました。
　　もうひとつポイントとなることは、試行錯誤だと思います。
来年度以降も、引き続き試行錯誤しながら、いろんな先生
や、他の地域と連携し、皆さんと一緒に考え抜いていくこと
こそ、震災の記憶を継承する作業の一手になるのかなと思
います。
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河田センター長

閉会のあいさつ
　新しい切り口で、21年目のこの集会ができ、とてもうれしく思っています。私は、もうすぐ
70歳になるのですが、阪神・淡路大震災が発生した時には、48歳でした。私の3分の1ぐらい
しか生きていない若者が震災のことを語ってくれることは、とても幸せなことだと思います。
　ただ、こういうイベントを、何のためにやっているかと言うと、残念ながら、また震災が起こ
るからなのです。阪神・淡路大震災は、誰も、そんなことが起こると思ってなかったときに起
こりました。それが、一番の不幸だと思うのです。そういう意味で、今日、様々な試みを発表し
ていただいた人たちは、確実に、将来において被災するかもしれない世代です。だからこそ、
その備えのためにやっているんだと考えていただきたいと思います。
　そして、次の世代にどのようにつなげていくかというのは、この阪神・淡路大震災を経験し
た私たちの世代の大きな責任です。21年前は、今回の企画委員長の牧先生も非常に若く
て、非常に元気でした。矢守先生も元気でした。仕方なくどんどん歳をとっていくと、だんだ

ん、元気がなくなるのですが、一方、知恵だけがどんどんついていくのです。その知恵を使わない手はありません。
　将来、確実に起こる南海トラフ巨大地震や首都直下をどう迎えるかというのは、一人一人の大きな問題になっています。
私は日常防災と言っているのですが、普通の生活の中で、震災というものを忘れてはいけないという、習慣が根付けば、確
実に、将来起こる災害を迎えることができると思うのです。今回の学生さん達が経験した、試みを、みんなが好きになるよ
うな形でやっていただくというのが、一番、継続する大きな条件ではないかと思っています。
　今回、コトバの重みが非常に大事だということが、再認識されたと思うので、これからの10年、このコトバというものを、
キーワードに、この震災をどう後世に伝える、備えることにつないでいただけるか、期待しています。
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奥村与志弘　

甲斐聡一朗
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西口　正史

福岡　龍史
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横山　愛子
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京都大学防災研究所
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兵庫県災害医療センター

（特非）さくらネット

関西大学社会安全学部
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国立明石工業高等専門学校

京都大学地球環境学社
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エフエム・プランニング

兵庫県立大学防災教育研究センター

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

株式会社ＧＫ京都

兵庫県立舞子高校

太田　敏一

越山　健治

諏訪　清二

佐藤　　敬

馬場美智子

細川　顕司

松元　正博

矢守　克也

国立明石工業高等専門学校

関西大学社会安全学部

兵庫県立松陽高校

国土交通省近畿地方整備局神戸港湾事務所

兵庫県立大学防災教育研究センター

（公財）市民防災研究所

NPO法人『人・家・街　安全支援機構』

京都大学防災研究所　

河田　惠昭

土岐　憲三

新野幸次郎

林　　春男

人と防災未来センター、関西大学

立命館大学

神戸都市問題研究所

防災科学技術研究所

【企画委員】 ※委員は氏名五十音順

【サポーター】

【顧問】

氏　　名 所　　属
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兵庫県立舞子高校

国立明石工業高等専門学校
防災団

兵庫若者防災ネットワーク

神戸学院大学現代社会学部
社会防災学科舩木ゼミ

関西大学社会安全学部
近藤研究室

司　　　会

井手口健司
中川　夏姫
新山　琴音
松本　美砂
三井　唯菜
山本　泰成
山本ちひろ
今井　美佑
木村　真悠
神足　美友
篠原　達也
菅　　智子
多田　裕亮
土田　晃平
東條　　翔
中谷美穂子
松尾　彰太
松家　雅大
松本　拓実
松本　未来
村岡　壮志
渡部桂太朗
上野　泰明
遠藤　正隆
土肥　早稀
福田　　諒
水野　綾香
井関　晃平
岡本　大二
陰平　将史
瀬戸　絢大
田中　航平
谷口　太宣
辻本　汐里
松本　涼平
光井　一成
上田　清加
尾﨑　杏奈
折田　彩夏
高橋　拓也
田島　　篤
中泉　圭幾
浜岡　篤史
濵本佳代子
弘瀬　雅教
松尾　晃大
松永　和樹
南野　光佑
山内　翔眞
磯見　朋香

兵庫県立舞子高等学校
兵庫県立舞子高等学校 (５期卒業生）
兵庫県立舞子高等学校
兵庫県立舞子高等学校
兵庫県立舞子高等学校
兵庫県立舞子高等学校
兵庫県立舞子高等学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
国立明石工業高等専門学校
兵庫県立大学経済学部
神戸学院大学現代社会学部
兵庫県立大学看護学部
神戸大学法学部
神戸市外国語大学外国語学部
神戸学院大学現代社会学部社会防災学科
神戸学院大学現代社会学部社会防災学科
神戸学院大学現代社会学部社会防災学科
神戸学院大学現代社会学部社会防災学科
神戸学院大学現代社会学部社会防災学科
神戸学院大学現代社会学部社会防災学科
神戸学院大学現代社会学部社会防災学科
神戸学院大学現代社会学部社会防災学科
神戸学院大学現代社会学部社会防災学科
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
関西大学社会安全学部
松陰高等学校

※五十音順

グループ名 氏　　名 所　　属
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